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第1章 問題と目的
精神疾患で休職や退職に追い込まれる教員は後を絶たない。文部科学省の調
査によると,平成 24年度に病気で休職 した教員は 8341人でその約 59%にあた
る 4960人は精神疾患により休職 している。その数は総在職者数の 0.54%にあ
































































割合が約 59%であるのと比較 して,採用 1年目の教員においては約 87%という
割合は,いかに新任期における教員のス トレスが高いかを如実に示 しているであ















































































































2015年1月に小学校教員 4名(男性 2名,女性 2名),女性養護教諭 3名(高等学


























































































































調査協力者は2015年10月から11月上旬にA tt B郡内の公立小中学校 15
校に在籍する非常勤講師,常勤講師,教諭 240名であり,211名から回答を得た。
そのうち有効回答は 209名であつた。 (回収率 87.9%,有効回答率 99.0%)。有
効回答者の性別は男性 93名(44.5%),女性 116名(55。5%)であつた。校種
は小学校勤務 118名(56.5%),中学校勤務 91名(43.5%)であつた。教職経
験年数は,1～3年が 22名 (10。5%),4～■0年が 42′鴇 (20.1%),11～20年が 28























































項目内容 第1因子 第2因子 第3因子 共通性
第1因子情報雄え合う仲間意識(α=.864)
それぞれの学年の様子を職員みんなが知ることがせる ″763 」45 ,060 .507
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に関する満足感」因子の項 目であつたが,本研究では項 目内容をより反映 した
「管理職への満足度」因子と命名するものとした。第 3因子は給与に関する 3







因子と命名 した。第 5因子は “私は仕事に一生懸命打ち込んでいる時には達成
感を感 じる"とい う1項目であり,先行研究と同様の「職務への動機付け」因子




項目内容 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 共通性
第1因子職務内容に関する満足感(α=.811)
私の仕事は「やり甲斐のある仕事をしたJという感じが得られる     ,942  -194  Ю95  -.071  ■185 .725
私は仕事に―生懸命打ち込んでいる時には達成感を感じる      .404  -.035   .006   .115   ,121   250
第2因子管理職への満足度(α=.813)
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「情報雄え合う仲間意識l国子          [リフレッシ■l田子         [持ちつ持たれつ]因子
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すことができる 4 3 2 1
2 私の職場では、授業などでお互いの良いと思うやり方を伝え合うことができる 4 3 2 1
3私の職場では、他の教師の授業を気軽に参観できる 4 3 2 1
4私の職場では、家族の話ができる 4 3 2 1
5私の職場では、行事などでは役割を超えて協力し合うことができる 4 3 2 1
6私の職場では、各担任のアイディアで学級の環境整備をすることができる 4 3 2 1
7 私の職場では、自分の教育に対する思いを話すことができる 4 3 2 1
8私の職場では、学年やクラスに関わらず、どの子どもも注意することができる 4 3 2 1
9私の職場では、教育実践や校務分掌に関する話し合いに、ほとんどの教師が、積極的に関わることができる 4 3 2 1
10私の職場では、どの子どもがどの学年(クラス田部活)なのかを知ることができる 4 3 2 1
私の職場では、それぞれの持ち味を役立てることができる 4 3 2 1
12私の職場では、学級経営の問題や改善点について、率直に意見交換できる 4 3 2 1
13私の職場では、日常の世間話(例えば、TVニュー スやスポーツの話)のようなくだけた話ができる 4 3 2 1
14私の職場では、忙しそうにしている人がいると、誰かが手伝いを申し出ることができる 4 3 2
15私の職場では、学級に困難な問題が生じた時には、各担任が自分の判断で動くことができる 4 3 2


























17私の職場では、学年やクラスに関わらず、子どもの情報を担任に伝えることができる 4 3 2 1
18私の職場では、授業の問題や改善点について、ふだんから率直に意見交換できる 4 3 2 1
19私の職場では、それぞれの学年の様子を職員みんなが知ることができる 4 3 2 1
20私の職場では、緊急の用事ができた人がいると、事情を察してサポートすることができる 4 3 2
21私の職場では、各担任が自作した資料を使つて教科指導をすることができる 4 3 2
22私の職場では、趣味の話をすることができる 4 3 2
23私の職場では、課題のある子どもの早期発見につながるような話し合いの場がある 4 3 2
24私の職場では、子どもの情報は、会議以外の場でも入つてくる 4 3 2

































1 私の給与は、私の年齢や地位にふさわしい 4 3 2
2私の給与は、私が学校にする貢献に見合つている 4 3 2
3私の生活に必要なものを確保するために=現在の収入は足りている 4 3 2
4私と同僚の間には、適切な距離が保たれている 4 3 2
5私と管理職の間には、適切な距離が保たれている 4 3 2 1
6私の同僚は、仕事のうえで協力的である 4 3 2 1
7管理職は、仕事における指導監督ぶりが適切である 4 3 2 1
8私と児童口生徒の間には、適切な距離が保たれている 4 3 2 1
9私は、私のする仕事について児童・生徒から感謝されている 4 3 2 1
管理職は、教師の仕事に不公平がおきないように手を打つている 4 3 2 1
私の学校は、皆の福利厚生に努力している 4 3 2 1
12私の学校では、各教師の協力体制がうまくできている 4 3 2 1
13今の仕事は、私に適している 4 3 2 1
私の仕事は、「やり甲斐のある仕事をした」という感じが得られる 4 3 2
私の仕事ぶりは、職場の皆から認められている 4 3 2
私は、今の仕事に十分打ち込んでいる 4 3 2
私は、心から仕事に没頭している 4 3 2
18私は、仕事に一生懸命打ち込んでいる時には、達成感を感じる 4 3 2 1
19仕事を立派にやり遂げることは、私の人間的成長につながる 4 3 2 1
Oのつけ忘れがないかどうか、もう一度確認してください。ご協力ありがとうございました。
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